
〈前漢〉前 202 年～後８年 祖：劉邦 都：長安 

前 202 年…劉邦は楚の項羽を破って皇帝として即位：高祖 ＊前漢の成立 

 初代 劉邦(高祖)の政治 

・長安の建設。 

・郡県制と封建制を併用した郡国制を施行。 

・匈奴の冒頓単于に敗北。 

 

前 157 年…呉楚七国の乱：景帝の時代の諸侯の反乱 

 →以後、中央集権化が進む。 

 ７代 武帝の治 

・董仲舒の助言で儒学を官学化。 

・塩・酒・鉄の専売化 

・五銖銭の鋳造 

・平準法・均輸法の施行。 

・官吏登用法である郷挙里選の採用。 

・対外征服事業  ・張騫を大月氏に派遣して匈奴の挟撃を画策。 

          ↳ 失敗したが中国の西側(西域)の事情がわかる。 

         ・衛青、霍去病の匈奴討伐 

          ↳ 敦煌など４郡を置く。 

         ・南越を征服し、南海郡など９郡を置く。  

         ・衛氏朝鮮を征服し、楽浪など４郡を置く。 

         ・李広利を大苑(フェルガナ)に派遣 

          ↳ 汗血馬を得る。 

 

 ⇒宮廷内部で宦官、外戚(皇后や妃の親族)が台頭。 

  後８年…外戚の王莽が国を乗っ取り、新を建てる。 

〈新〉後８年～２３年 建国：王莽 都：長安 

・儒教を重視し、周代の政治を理想とした。 

 ※復古主義政策に対して、高句麗・匈奴などが離反。 

18 年～ 赤眉の乱：農民の反乱から広がった混乱で王莽が暗殺される。 

⇒25 年…漢の一族である劉秀が光武帝として即位(後漢の成立) 


